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関 ..0... "Tl 係 法
（覇官）
政 令
0児童扶 養 手当 法施行 令及 び特 別児童扶 養
手当 等の 支給 に 関 す る 法律施行 令の一 部
を 改正 す る政 令 （ 26 1 ) 7 ・ 2
（注 ）児童扶 養手当の 受給 資格者の 所 得によ り 支給
を制 限す る 場合の 限度額 を 改 め る 等の 改正 が
行わ れ た。
0母子 及 び寡婦福祉 法施 行令の一 部 を 改正
す る政令 （ 26 2 ) 7 ・ 22
（注 ）母子 福祉 資金及 び寡婦福祉 資金の 貸付金額の
限度の引上げが行わ れ た。
省 列会、寸3
0 外国 為替の 管理に 関 す る 省令の一 部 を 改
正 す る 省令 （ 大蔵 40 ) 7 ・ 19
（注 ） 外 国 為替 及 び外 国貿易 管理法 の一 部 を改 正す
る法 律 及 び外 国 為替 管理令の一 部 を 改正す る
政 令の施 行に 伴い 所要の改 正 がな さ れ た。
0 出 納官吏 事務規程 等の一 部 を 改正 す る 省
令 （ 大蔵 47 ) 7 ・ 30
（ 注 ） 8 月から金融 機関 が毎 月の 第三土曜 日 を 休業
日と す ること に 伴い 所要の 改正 がな さ れ た。
（語官）
司II ，守e司、
。 「現代仮 名遣い 」の 実施 に つい て 7 . 1 
規 貝。
0 人事院規則 9 -1 7 （俸給の特 別 調 整額 ）
の一 部 を 改正 す る規則 （ 人事院 9 - 17 
8 )  7 ・ 1
o 人事院規則 16 4 （ 補償及 び福祉施 設の
実施 ）の 一部 を 改正 す る規則（ 人事院16
- 4 - 3 ) 7 . 1 
止kE司 刀主
0 教員の免許 状授与の所 要 資格 を 得 さ せ る
た めの 大学の 正規の 課程と し て認 定 し た
件 （ 文部104) 7 ・ 1 5
（ 注 ）富 山 大学 人文科学研究 科等が高等学 校 教諭 1
級普通免許 状授与の所 要 資格課桂の認 定 を 受
け た。 （ 昭和6 1年 4 月 1 日 適 用 ）
日 本 ・ 東洋 文化専攻 国語 ， 社 会， 中国語
西洋 文化専攻 社 会， 英語 ， ド イ ツ
三五ロ口
o現代仮 名遣い （ 内閣 1 ) 7 ・ 1
諸 議
AQ一A
昭和61年度第2回附属図書館商議会（7 月 3 日 ）
（審議事項）
(1） 昭和6 1年度学生図書購入 費 に つい て
(2） 昭和6 1年度参考図書購入 費 に つい て
(3） 昭和6 1 年 度基本参考 図 書購入 費 に つい て
(4 ） 外 国 雑誌購入 費 に つい て
昭和61年度第2回入学者選抜方法研究委員会専門委員
会（ 7 月 8 日 ）
（議 題）
(1 ）入 学者選抜方法 の改 善 に 伴 う 昭和6 0年度以降 （ 第
5 期 分 ）の 調査 研究 事項 に つい て
(2 ） その 他
学長選考基準検討委員会（ 7 月11 日 ）
（議 題）
( 1 ）学長選考基 準 に つい て
部局長懇談会（ 7 月1 1 日 ）
（議 題）
( 1 ）当面の 諸 問題 に つい て
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昭和61年度第1団体育施設協議会（7 月 1 4 日 ）
（議 題）
( 1 ） 第3 体育館の現 況に つ い て
(2 ）体育施 設の 運営の 問 題点 に つ い て
(3 ） その 他
学
昭和61年度第5回入学試験管理委員会（7 月 1 5 日 ）
（審議事項）
報
に つ い て
事務協議会（7 月 2 1 日 ）
（議 題）
(1 ）機種 選定委員 会委員 に つ い て
事務電算化委員会（7 月2 1 日 ）
（議 題）
第273号
( 1 ） 昭和62 年度入 学試 験 問 題作成 委員 に つ い て (1 ）富山 大学事務電算化委員 会規則の一 部改正（案 ） に
(2 ）昭和62 年度富山 大 学入 学者選抜試 験の 実施 に つ い
て
(3 ）昭和62 年 度富山 大 学入 学者選抜 に 関す る 要項 に つ
つ い て
(2 ）富 山 大学事務 電算室運営要項 の 廃止 に つい て
(3 ）事務 用 電子計算機機種更新 に つ い て
い て
(4）昭和62 年度富山 大学入 学試 験実施 上の 諸 問 題 に つ
(4）昭和6 1年度北陸地 区国立 学校 事務電算化協議 会第
l固 定例協議 会の 報告 に つ い て
い て
評議会（ 7 月1 8 日）
（審議事項）
昭和61年度第2回国際交流委員会（7 月22 日）
（審議事項）
(1） 昭和62 年度富山 大学入 学者選抜 に 関す る 要項 （案 ）
( 1）国 際交流事業 基 金の 募 金 に つ い て
(2 ）留 学生受け入 れの 推進 に つ い て
取得 者 工学部 講師 伊藤紀男
学位の種類 工 学博士 （ 東北大学 ）
取 得年 月 日 昭和6 1年7 月 9 日
品比ーテ 事
学位取得者
学位論 文 名 ハ イ ポイドギヤのか み あ い解析 と そ れ に 基 づ く歯切法 に 関す る 研究
昭和61年度文部省在外研究員派遣予定者の決定
種 実員 学部名 職 名 氏 名 主た る滞在 地名及 び当 調査 研究 題目 派 遣該滞在地の属す る国名 期 間
教育学部 助教授 山野井敦徳 バ ッ フ ア ロ ー 欧米 に お け る 日 本研究の 動向（ ア メ リ カ 合衆国 ） 10 月
長期（ 叩）
理学部 II 阿部 俊夫 ア ン ト ワ ープ 高分解能電子 顕微鏡 によ る結晶 学（ ベ ル ギー ） 研究 II 
人文学部 教授 藤井 一行 ワlレシャワ
西欧 ・ 東欧 諸国 にお け るロシ ア ・
（ポー ラ ン ド ） マ ル ク ス 主義の 受容 ・ 研究 状況 に 2 
短 期 関す る 調査
教育学部 II 神 谷 重徳 ロ ン ド ン 西欧にお け る自閉症児 及 び精神遅（ 連合王国 ） j帯児の療 育
II 
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昭和62年度富 山大学入学者選抜 に関す る 要項 を発表
本 学 は ， 昭和62 年度富 山 大学入 学者 選 抜 に 関 す る 要
項 を7 月22 日 （ 刈 に 次のと お り 発表 し ま し た。
帰国子女等及 び社 会 人等の特 別 選 抜 を 実施 す ること
と し た こと 。
こ れ に よ ると ， 昭和6 1年 度との 主 な 相違点 は ，
① 共 通 第 1 次学力試 験の 受験 を 要す る 教科 を 人文学
部， 教育 学部， 経済学部， 理学部の 4 学部では， 国
語， 社 会， 数学， 理科， 外 国 語の 5 教科， 工学部 に
お い て は ， 社 会 を除 く 4 教科と し た こと。
③ 理学部生 物 学科に おい て， 第2 次の 学 力 検査 で 出
題教科から 数学 を除 き ， 新 た に小 論文 を 課す ことと
し た こと。
な お ， 第2 次の 学 力 検査 等の 日程 ，試 験場及 び 出
願 手続等の 細 目 を記載 し た 学生募集要項 に つい て は，
本年1 1 月 上旬ごろ 発 表す る 予定 です。② 人 文学部， 経済学部， 理学部に お い て， そ れ ぞれ
1. 学部 ・ 学科等の 内容及 び入学定員
学 音E 学部・ 課程
人 文 ナ,,ll4 科
人文学部
三ロ五口 ぶ寸且．ー 文 学 科
小 学校 教員 養 成 課程
教育学部 中 学校教 員養 成 課程
養護学校 教 員養 成課程
幼 稚 園教 員 養 成 課程
昼
壬
間
ス
コ｜ 
経 済 学 科
経 営 学 科
経 営 法 学 科
経済学部
経 済 学 科
夜王間
ス
コ
｜ 経 営 学 科
経 営 法 学科
数 A寸iιー 科
物 理 A十u. 科
理 学 部
化 �以」． 科
生 物 会ー子且， 科
地 球 科 学 科
電 'A 工 学 科
工 業 化 品ナ比 科
金 属 工 十,,,,. 科
機 械 工 十,,,,. 科
工 学 部
生 産機械 工 学 科
化 学 工 寸Aゐ- 科
電 子 工 ふ→＂＂．ー 科
共 通 議 座
メ口入 計
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入 学定 員
9 5  修履
コ
95 ス
1 40 専
50 攻
2 0  教
30 科
1 44 
12 4 
1 02 
2 0  
2 0  
2 0  
43 
47 
43 
35 
32 
53 
48 
43 
53 
43 
43 
43 
1 , 386 
専攻 ， 講 座 又 は 学 科 目
哲
人
学
文
，
地理
日
学
本
，
史 学
文
，
化
東
人
洋
類学
史 学
，
，
言語
西洋
学，
史学
文
，
化構
考古
造
学
論
， 
英
国 語
語英
国 文
語
米
学
文
，
学
朝 鮮
文
ド
語
学
イ
朝
ツ
鮮
語
文
較
ド
学
文
イ
，
ツ 文
中
学
国語
，
中国文学，
ロシア ロシ ア ， 比 学
家
国
庭
語，
， 教
社会
育
，
学
数
，
学
教
，
育
理
心
科
理
，
学
音楽， 図画工作， 体育，
家
国
庭
語，
，
社
技術
会，
，
数
英
学
語
， 理科． 音 楽， 美術， 保健体育，
特殊教育
幼 稚園教育
理論経済学， 比較経済 論， 政策 科 学 ， 応用 経済学
経営学 ， 応用経営， 管理科学
基礎法， 民事法， 企 業 関 係 法
理論経済 学， 比較 経済論， 政策 科学， 応用経済学
経営学， 応用 経営， 管理科学
基礎法， 民事法， 企 業 関 係 法
代
及
数
び電
学
子
及
計
び幾
算機
何学
論
， 解析 学， 数理統計学， 応用解析学
固
レ
体
ー
物
ザ 一
理学
物
，
理学
量 子 物 理学， 結品物 理学， 電波 物 理学，
物 理化学， 構造 化学， 分析 化学， 有機化学， 天然物 化 学
形態 学， 生理学， 細 胞 生 物学 ， 環 境 生 物 学
地殻 構造 学， 地殻進 化学， 陸水 学， 雪氷学
電気 理論， 電気機器 学， 電 力 工学， 通信工学， 制 御工学
有
応
機
用
工
物 理
業化
化
学
学
，
，
有
環
機
境 化
合
学
成化学， 無機工業化学，
金属 材料学， 金属加工学， 鉄冶金学， 非鉄冶金学
材料力 学， 機械 力 学， 流体工学，熱工学， 動 力熱工 学
切削加工， 工業計測 ， 塑性加 工， 制 御機器
反応工学， 拡散単 位操 作， 機械的単 位操 作， 輸送現象
基
電
礎
子
電
回
子
路
工
工
学
学
， 応用電子工学， 電子素 子工 学，
応用 物 理学， 応用 数学， 情報処理
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2. 入学者選抜方法等， 第2次の 学 力検査実施教科 ・ 科目及 び共通第1次学 力試験の受験を 要する教科等
別 表 I ・ II · IIIの と お り
な お ， 推薦入 学者の 選抜方法 ， 帰 国子 女 ・社 会 人 等の特 別 選 抜 方 法 に つい て は 別 表N · V · VI 参照のこ と。
3. 学生募集要項 （細目） の発表
募 集 人 員 ， 出願手 続 ・ 期 日 ， 第2 次の 学 力 検査 等の実施 期 日 ，試 験場等の 細 目 を記載し た 学生募集要項 は ，
1 1 月 上旬頃 に 発 表の 予定 であ る 。
な お ， 郵送に て 募集要項 を請 求 す る 場合 は ， 本要項 の6. 募集要項の請 求 方法 を 参照 す るこ と 。
4. 共通第1次学力試験及 び第2次の学力検査の配点
学部（ 学科 ・課程 ）～～～
教
～
科
～
等
～ 区 分 回I=些i三ロ五ロ 社会 数学 理科 外 国語 検
実
査
技 小論文 小計 合 計
人 文 寸A且ー， 部 共第
通 第1 次 2 00 100 2 00 100 2 00 800 1,2 00 2 次 2 00 2 00 400 
養
幼
小
護
学
稚
学
校
園
校
教
教
教
員
員
員
養
養
養
成
成
成
課
課
謀
程
程
程
共
第
通 第 1 次 2 00 100 2 00 100 2 00 800 1,2 00 2 次 2 00 2 00 2 00 2 00 400 
教 中
（ 国
学
語
校
，
教
社
員
会
養
，
成
専
英
課
語
攻） 
程 共第
通 第1 次 2 00 100 2 00 100 2 00 800 1,2 00 
育 2 次 400 400 400 
十,uゐ 中
（数
学
学
校
，
教
理
員
科
技
養
，
術
成
専
家
課
庭
攻） 程
共
第
通 第 1 次 2 00 100 2 00 100 2 00 800 1,2 00 2 次 400 400 400 
音E
中
（音
学
楽
校
，
保
教
健
美
員
体
術
養
，
育
成
専
課
攻
程 共第
通第 l 次 2 00 100 2 00 100 2 00 800 1,2 00 2 次 400 400 
経 経経営
済
（
学
畳
法
科
学
間
，
科
主
経
コ
営
ー
学
ス
科
） 
共 通 第 l 次 100 50 100 50 100 400 700 
i斉 第 2 次 300 300 300 
学 経
経営
済
（
学
法
夜
科，
科
主
経営 学科 第共 通 第1 次 2 00 100 2 00 100 2 00 800 
音日 学問 コ ー ス ） 2 次
800 
数 学 手ヰ 共第
通 第1 次 2 00 1 00 2 00 100 2 00 800 1,2 00 2 次 400 400 
理． 物 理 学 科 共第
通 第 1 次 2 00 1 00 2 00 1 00 2 00 800 1, 400 2 次 2 00 400 600 
学
行す＇IS 化地球
学
科 学
科
科
共
第
通 第 1 次 2 00 100 2 00 1 00 2 00 800 1,2 00 2 次 2 00 2 00 400 
生 物 学 科 共 通 第1 次 2 00 100 2 00 100 2 00 800 1, 600 第 2 次 400 400 800 
工 学 音日 共第
通 第 l 次 100 100 100 100 400 800 2 次 2 00 2 00 400 
5. 定員一部留保第2次募集の配点
学部 ・ 学科
共 通 第 1 次 学 力試 験 第2 次の
-g. 5十
国 語 社 会 数 学 理 科 外 国語 学 力 検 査
理学部 物 理学科 2 00，点 1 00点 400，点 2 00点 2 00点
／ 
1, 100点
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別 表 I
昭和62年度富 山大学入学者選抜方法等
第 2 次 の 学力 検査 等 推 薦選抜方法等
実技 検査 等 2段階 選 抜 入力 学検査定員をの免一除部し調に査 つ書いてを，主出な身資学料
主書
第
として，と調 査 第l段合階 の者選数抜 実第2次 の内容学共
通験 による格の学査す
力 l次力よ
試
検第
r
査
，次
2次学免通
す力
力 除試 第
第2 次学免通
免力
力 除第試
除
検謀るを実査す
技をる
検課 面接 小 を論課文 すの1段成績階 のに選I）格
第を 検し査をを行うる 験 を共学譲
を
る 1 次学北も を課学部・学科名
行者い そ の
抜合更
等行必要にうつ
な検い査て に を
定対
倍率
員すにる そ の他 験するを
査実す
技検
る
教
育
井十ん
昔日
経
i斉
学
音E
理
井十£． 
吉日
人 文 戸十4 部 。 × × × × × × × × × 
小学校教員養成課程
養護学校教員養成課程 。 。 × × × × × × × × 
幼稚園教員養成課程
中学校教員養成課程
（国語，社会，数学， 。 × × × × × × × × × 理科，家庭，技術，
英語専攻）
中学校教員養成課程
（音楽，美術， × 。 × × × × × × × × 
保健体育 専攻）
経済 学科，経営学科
経営法学科 。 × × × × × × × 。 × 
（畳間主コース）
経済 学科，経営学科
経営法学科 × × × × × × × × 。 × 
（夜間主コース）
数 p十旦． 科 。 × × × × × × × × × 
物 理 戸十ゐ 科 。 × × × × × × × × × 
化 ナ，，，与 科 。 × × × × × × × × × 地 球 科 戸十以． 干十
生 物 学 科 。 × × 。 × × × × × × 
工 戸子主． 音E 。 × × × × × × × × × 
備 考 1 . 調 査書に③標示を希望 す る 。 （ 入学者選抜方 法 の研究資料 と して 利 用 す る た め。 ）
2 .  理学部 物 理学科の定員一 部 留保第 2 次募集 では， 第 2 次の学力 検査は行わず， 共通 第 1 次学
力 試験， 調査書及び健康診断 を 総合 して 判 定す る。
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入 学
校長の 推薦に基づき， 学 帰国子女，として判 定する 社会人の技検 査 等 推薦入学 ための 特募集人 員 別の 選抜面接 小 を論課文 す （又は比率）そ の他を行うる
帰子女国 社会人
× × × × 。 。
× × × × × × 
× × × × × × 
× × × × × × 
18 名
。 。 × 。 × 
以 内
。 。
20 名
。× × 
程 度
× × × × × × 
× × × × × × 
× × × × 。 × 
× × × × 。 。
× × × × × × 
学 報
定員一部留保 第2次 募集
入保学 定し員の 一部についてあらか集じめこれうを留 ， これについて 第2次 募 を行
実技検査等
第2次 募 第2 次の 査学 す
力 実す査
技
るを
検課 面接 小 を論課文 す員は
集
比（率又
人
） 検 謀
をる を行うる
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × 1 2 名
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
第273号
第2次の
学 力検査 ｛荷 考
等の日程
（���＝充）
3月5 B附
3月5日制
3月6日幽
（下記参照）
3月5日制
3月5日（村
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jjlj 表 II 昭和62年度富 山大学入学者選抜学力検査実施教科・ 科目
学部
課
（ 学
程
科
） 名
・
科
目
数
等
人文学部
出 題
教 育
養
小学
成
校
課
教
程
員 中 学校教員
養 成 課 程
養
員
護
養
学
成
校
課程
教 （ 国 語， 社
幼
養
稚
成
園
課
教
程
員
会， 英語専
攻 ）
出 題 出 題
学 宮E
中 学校教員 中学 校 教 員
養 成 課 程 養 成 課 程
（ 数学， 理 （ 音楽， 美
科， 家 庭， 術， 保健体
技術専 攻 ） 育専攻 ）
出 題 出 題
出 題教科 ・ 科 目 名 科 目
受
科
数
験
目
科 目
受
数
科
験
目
科 目
受
科
数
験
目
科 目
受
科
数
験
目
科目
受
科
数
験
目
国 三ロ五ロ
数 ナ＂＂与
理 科
外 国 語
τ合民主 やf.j
f呆 健
｛本 育
国 圭口玉口 I 。 。 。
2 トー一一回『ー一一一 一
国 圭日五口 II 。 。 。
3 ト一一一ーーー
代 数 ・ 幾何 。 。
トーーー一一一 』ーーー一一ー一一
基 礎 解 析 。 。
書ロ図五ロ
一 2 一 2 一
代 数 ・ 幾何 r』、 ，－－、
一 2 2 一
基 礎 解 析 数
学 科
教 教
科』一一ーーーーーー
微 分 ・ 積 分
圭
外
国
五
f-ーーーーーー一一
三ロ
国
五
数
寸A 主ん-確率 ・ 統 計
トーーーー一一一目
物 理 ） 
雪
外
国
ロ五ロ 雪
外
ロ
国
五
σ3 一
1� 学 つ
ち 一 ） ） 
生 物 台、 グ〉 グ〉
レコ トーーーーー司ーーーーー つ
ちっ地 学 1 ち
トーー一一一ーーー 台、 七、
英 三日五口 II 。 。 。 。
英 語 II B 。 。 。 。
2 
教
科選択
を 科
教
選択をド イ 、ソ 吾ロ五 。 そσ3 
朝 鮮 圭ロ五口 。 他
lま
中 国 量ロ五 。 1 
トー一一『ー一一ー一ー一 一
ロ ン ア 三ロ五 。
一
音 楽 実 技 。
一 一
美 術 実 技 。 1 
一 一
体 育 実 技 。
吾員Z同2、 文
メ口入 計 8 4又は3 9 3 4 2 4 2 
備考1. 0は必ず受験しなければならない科目を， Oは選択科目を示す。
2. 教育学部の実技検査の内容
(1) 小学校教員養成課程， 養護学校教員養成課程及び幼稚園教員養成課程
音 楽 ① 楽器又は歌唱による自由曲演奏
楽器は和楽器を除〈， 管・絃・鍵盤楽器いずれも可
歌唱は音楽I程度までの歌曲
② 音楽能力検査
音楽Iの程度までの範囲
美 術 描写力検査（平面）及び表現力検査（立体）を行う。
。
。
。
1 
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1 
一
望1攻目むT 科の目1 
1 
第273号
経 済 学 部
（畳f』主主コース ）
出 題 受
科
数
験
目
科 目
2 
。
。
〔
2 
一 教
科
ドーーーーーーーーーーー
一
数
学
は
2 
一
科
目 1 
－ 科目
トーー』一一一ーー一一ー
語
外
国） の
トーーーーーー一一ー
はう
。
2 ら
。 干斗l
一
語
ツ
イ
目
ド
教
科
選択〕
を。トーー『－『ーーー
5 2又はl
昭和61年8月1日発行 学 報
理 主寸且 ．ー 昔日 工 ：主子主． 部
電気工学ヰヰ
金属工学キヰ
機械工学キ斗
数 学 科 物 理 学 科 化 学 科 生 物 学 科 出求科学桝 生
学
産機械
科
工 工業化学ヰヰ
化学工学キヰ
出題
科 目
一
。
トーー一一一一一一一
。
。
一
。
一
。
トーー一一一一一一一
。
ー
トー『－一一一
トーーーーーー一ー
一
一
一
一
トーー一一一ーー
』ーーー一一ーーー
ト，・・ーーーーーー
6 
電子工学ヰヰ
受
科
数
験
目
2 
4 
6 
出題 受
科
数
験
目
出題 受
科
数
験
目
出題 受
科
数
験
目
出題 受
科
数
験
目
出題
科 目 科 目 科 目 科 目 科 目
ト一一一ーーーーー 一
。 。 。 。
一 2 ー 2 一 ドーーーーーーーーーー 2 
。 。 。 。
一
←一一一一ー 』ーー一一一一一一
』ー一一一一一一ーー
ト『一ーー一ーーーー トー－ 一 一
一
一 ドーーーーーーーーー トーーーーーーーーーー
一
。 。 。 。
一
ト一一一一ー ド一一一一一
ιー一一一一一一一一一 一
。 。 。
トーー一一一一一ーーー 1 f-ーーーーーーーーー 1 トーーーーーーーーー 1 一 1 一
。 。
トーーーーーーーーー トーーー－ー一一 トーーーーーーー一一一 一 ト司『甲町ーー一ーー
。 。
一 』ーー一一一一一ー一一
ト一一一一一一『ー一
ドーーーーー一一一 レーーー一ーーーー目白
一 炉ーーーーーーーーー ドー一一一一一一ー一一 一
ト一一一一一一ー一ー I-ーーーーーーーー 一 一
ト一一一一一
トーー一ーーーー一一 一
一
一
ー ト『ーーーー』ーー ル一一一一ーー ト一一一一一一一『－
一 t-ーーーーーー』 ト一一一一一一一 ル一一一一一一一一 ド一一一一一
。 1 
3 3 3 3 5 2 6 3 3 
体 育 基礎運動能力及び運動技能について検査する。
(2) 中学校教員養成課程の音楽， 美術及び保健体育専攻
11月上旬頃発表予定の学生募集要項で発表する。
受
科
数
験
目
2 
1 
3 
出題
科
数
受験
目
出 題
干ヰ 目 科 目
一
。 。
一 2 一
。 。
一
トm』ー－目白一 炉ーー』一一一一一一一
トーーーーーーー一 一
。
一 一
。 。
ドーーーー一ーーー 1 t-ー一ーーーーー
トーーーーーーーーー ト一一一一一
一 一
一 一
一 .－－一一一－
一
←ーーー一一一一一一
←一一一一一 ト回目一一一一ーーー
ト一一ー一一
一
一 一
3 3 4 
3. 第 2志望の選択
教育学部志願者について
第1志望の受験科目（実技検査を除〈）が， 他の課程又は専攻の指定する科目と同じで
ある場合のみ第 2志望を認める。
ただし， 中学校教員養成課程を第1志望とする者は， 小学校， 養護学校及び幼稚園教員
養成課程を第 2志望とすることができない。
受
科
数
験
目
2 
1 
3 
第273号
摘 要
に解答させる。
に解答きせる。
に同「 酔解試書統 験計き
統せ時I i制除
間る同
． 〈．
に解答させる。
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jjlj 表 III 
昭和62年度 共通第1次学力試験の受験 を要す る 教科等
富 山 大 学
よ当号
受験 を 要す る 教科名 受験 を 要す る 教科数 摘 要 そ グ〉 他
人 文 学 部
教科
共 通 第 l 次学力 試験
教 育 学 部 の配点 に つ い ては ， 本
国 ， 社， 数， 理， 外 5 要項 4 を 参照 のこと 。
経 済 学 部
理 寸Aとゐ- 音日
工 A寸主 ιー 音日 国， 数， 理， 外 4 
jjlj 表 N 
推薦入学者の選抜方法
実 施学部 ・ 経 済学部…………経 済学科 ・経営 学科 ・経営 法学科
学科名 昼 間 主 コ ス 夜 問 主 コ ス
募 集 人 員 18名以 内 20名程 度
選抜 期 日 昭和61年 1 2 月 3 日（水 ） 昭和61 年 12 月 7 日（ 日 ）
入学者 の選抜は， 共通 第 l 次学力 試験及 び第 2 次 入学者の選抜は ， 共通 第 1 次 学 力 試験及 ぴ第 2 次
の 学 力 検 査 を免除し ， 推薦 書， 調査書， 志願 理由 の 学 力 検査 を免除し 推薦 書， 調査書， 志願 理由
選抜 方 法 書， 小論 文及び、面接 の結果 を 総合 し て判 定す る。 書， 小論 文及 び面接 の結果 を 総合し て判 定す る 。
な お ， 小論 文作成 の ため の 資料 には 英文が含 ま れ
る 。
出願 期 間
昭和61年1 1 月1 7 日（ 月 ） ～ 昭和61年1 1 月 17 日（ 月 ）～
昭和61年1 1 月 22 日（ 土 ） 昭和61年1 1 月 22 日 （ 土 ）
高等学校 の 専 門 教育 を 主 と す る 学科（ い わゆ る 職 高 等学校 を 昭和62年 3 月卒業見込み の就 職 内 定 者
業科 ） を 昭和62年 3 月卒業見込み の者 で， 次 の各 で， 人 物 ， 学 力 ， 健康に お い て 優れ， かつ， 勉 学
号 に該当 す る 者。 意欲 が旺盛で、あり ， 高等 学校長 が責任 を もっ て推
出願 資 格
(1) 人 物 ， 学 力 ， 健康 に お い て 優 れ， か つ， 勉 学薦 す る 者。
意欲 が旺盛で、あ り ， 高 等学校長 が責任 を もっ て
推薦 す る 者。
(2) 高等学校の最終年 次 に お け る 成績 が 所属学科
の上 位10%以 内 の 者。
そ の 他 推薦 人 員は 1 高等学校 に つ き 2名以 内。
日U
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別 表 Vー1
帰 国 子 女 等 の 特 別 選 抜 方 法
実 施学部 ・ 学科名 人文学部…一. . .・H・－－－ 人 文学科・語 学 文学科
募 集 人 員 若干 名（ 定員 内 ）
選 抜 期 日
第 1 次選 抜 昭和61 年 1 1 月 25 日（ 火 ）
第 2 次通抜選 昭和61年1 2 月 8 日（ 月 ）
入学者 の選抜は ， 共 通 第 l 次学 力 試験及 び第 2 次 の 学 力 検査 を免除し ， 第 l 次選抜及
び第 2 次選抜 に よ り 行 う 。
(1) 第 l 次選抜
選 抜 方 法 ｜ 出願 書類 を 資料 とし て 選 抜 を 行 う。
(2) 第 2 次選抜
第 l 次選抜の合格者 に対し て ， 小論 文， 面接 及 び健康診断に よ り 選抜 を 行 う。
な お， 小論 文及 び面接は ， いず れ も 日 本語 に よ り 行 う。
出 願 期 間
昭和61年1 1 月 1 3 日（ 木 ）
昭和61 年 1 1 月 19 日（水 ）
出 願 資 格
日 本の 国籍 を 有す る 者 で， 次の（1）又は（ 2）の いず れか に該当 す る 者。
(1 )  外 国 に お い て 学校教育 に お け る 1 2年 の課程 （ 日 本 に お け る 通常 の 課程 に よ る 学校教
育 の 期聞 を含む ） を 昭和60年（ 1985年 ） 4 月 1 日 か ら 昭和62年 ( 1 987年 ） 3 月 31 日 ま
でに卒業（ 修 了 ）し た 者及 び卒業（ 修 了 ）見込 み の 者。
ただし， 外 国 に お い て 最終 の 学年 を含め て 2 年以上継続 し て 学校教育 を 受 け て い る
こ と。
な お ， 外 国 に 設置 さ れ た も の で あ っ て も ， 日 本 の 学校教育 法 に準拠し た 教育 を 施 し
て い る 学校 に 在学した 者 に つ い ては ， そ の期 間 を 外 国 に お い て 学校教育 を 受け た も の
とは み な さ な い 。
(2) 外 国 に お い て ス イ ス 民 法典に 基 づ く 財 団法 人 であ る 国 際パ カ ロ レ ア事務局 か ら 国 際
パ カ ロ レ ア 資格証 書 を 昭和60年（ 1985年 ）及 び昭和61年（ 1986年） に 授 与 さ れ た 18歳
以上 の 者 。
そ σ1 
他
－A 1i 
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別 表 V-2
帰 国 子 女 等 の 特 別 選 抜 方 法
実 施学部 ・ 学科名
経 済 学 部…・…H・H・－－経 済学科 ・経営 学科 ・経営 法学科
「畳 間 主 コ ー ス 」
募 集 人 員 若干名（ 定 員 内）
選 抜 期 日 昭和61年1 2 月 3 日（水 ）
入学者の選抜は ， 共 通 第 1 次学 力 試験及 び第 2 次 の 学 力 検査 を免除し ， 出願 書類，
小論 文及 び面接 の結果 を 総合し て判 定す る。
選 抜 方 法
昭和61年 1 1 月 1 7 日（ 月 ）
出 原質 期 間
昭和6 1 年 1 1 月 22 日（ 土 ）
日 本の 国籍 を 有す る 者 で， 次 の（ 1）又は（ 2）の いず れか に該当 す る 者。
(1 ) 外 国 に お い て 学校教育に お け る 1 2年 の 課程（ 日 本 に お け る 通常 の 課程に よ る 学 校教
育 の期 間 を含む ） を 昭和60年（ 1985年） 4 月 l日か ら 昭和62年（ 1987年 ） 3 月 31 日 ま で
に卒業（ 修 了）し た 者及 び卒業（ 修 了）見込み の者。
ただし ， 外 国 に お い て 最終の学年 を含 め て 2 年以上継続し て 学校教育 を 受け て い る
出 原員 資 格
こ と 。
な お ， 外 国 に 設置 さ れ た も の であ っ て も， 日 本の学校教育法 に準拠 し た 教育 を 施し
て い る 学校に 在学し た 者 につ い ては， そ の期 間 を 外国 に お い て 学校教育 を 受 け た も の
とは み な さ な い 。
(2) 外 国 に お い て ス イ ス 民法典に 基 づ く 財 団 法 人 であ る 国 際パ カ ロ レ ア 事務局か ら 国 際
パ カ ロ レ ア 資格証 書 を 昭和60年（ 1985年）及 び昭和61年（ 1986 年） に 授与 さ れ た 18歳
以上 の 者 。
そ の 他
ワー“
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別 表 V-3
帰 国 子 女 等 の 特 別 選 抜 方 法
実 施学部・ 学科名 理学部……………化 学科 ・ 生 物 学科 ・ 地 球科学科
募 集 人 員 各 学科若干名 （ 定員 内）
選 抜 期 日
第 1 次選抜 昭和61 年 1 1 月 26 日 （水 ）
第 2 次選抜 昭和61年12 月 8 日 （ 月 ）
入学者の選抜は， 共 通第 1 次学 力 試験 及 び第 2 次 の 学 力 検査 を免除し， 第 l 次選抜 及
び第 2 次選抜 に よ り 行 う。
( 1) 第 l 次選抜
選 抜 方 法 ｜ 出願書類 を 資料 とし て選抜 を 行 う。
(2) 第 2 次選抜
第 1 次選抜 合格者 に対し， 小論 文， 面接 及び健康診断 に よ り 選抜 を 行 う 。
出 願 期 間
昭和61年1 1 月 1 7 日 （ 月）
昭和61年 1 1 月 22 日 （ 土）
出 願 資 格
日 本 の 国籍 を 有し， 外 国 の教育 を 受け て い る 者で次の いず れか に該当し， 昭和62年 3
月 31 日 現在満 1 8歳以 上の 者 。
(1) 外 国 に お い て 学校 教育 に おけ る 12年 の課程 （ 日 本 に お け る 通常 の課程 に よ る 学校
教 育 の 期 間 を含む） を 昭和60年 4 月 1 日 か ら 昭和62年 3 月 31 日 ま でに卒業 （ 修了 ）
し た 者 及 び卒業 （ 修 了 ）見込 み の 者 。 ただし， 外 国 に お い て 最終 の 学年 を含め て 2
年以上継続し て 学校教育 を 受 け て い る こ と を 必要 と す る 。
な お ， 外 国 に 設置さ れ た も の であ っ て も， 日 本の 学校教育 法 に準拠し た 教育 を 施
し て い る 学校 に 在 学した者 につ いては， そ の期 間 を 外 国 に お い て 学校教育 を受 けた
も の とは み なき な い。
(2) ス イ ス民 法典に 基づ く 財団法人 であ る 国 際ノ〈カ ロ レ ア事務 局 か ら 国 際ノ〈 カ ロ レ ア
資格証 書 を 昭和60年及 び昭和61年 に 授与き れ た 者。
そ σ3 
他
qu 句EA
昭和61年8月1日発行 学 報 第273号
別 表 N -1
社 会 人 等 の 特 別 選 抜 方 法
実 施学部 ・ 学科名 人文学部……H・H・－ 人文学科 ・ 語学文学科
募 集 人 員 若干名 （ 定員 内 ）
選 抜 期 日
第 1 次選抜 昭和61年 1 1 月 25 日 （ 火 ）
第 2 次選抜 昭和61年12 月 8 日 （ 月 ）
入 学者 の 選抜は ， 共通 第 1 次学 力 試験 を免除 し ， 第 1 次選抜及 び第 2 次選抜 に より 行
フ 。
(1) 第 l 次選抜
出願 書類 を 資料 とし て 選抜 を 行 う 。
選 抜 方 法 I (2） 第 2 次選抜
第 1 次選抜 の 合格者 に対し て ， 外国 語， 小論 文， 面接及 び健康診断 に より選抜 を 行
つ 。
な お， 外国 語は「 英語 ・ ド イ ツ 語 ・朝 鮮 語 ・ 中 国 語 ・ ロ シ ア 語」 の 中 か ら 1科 目 選
択 す る こ と 。
出 願 期 間
昭和61年 1 1 月 13 日 （ （ 木）
昭和6 1 年1 1 月四 日（水 ）
出 願 資 格
昭和62年 3 月 31 日 ま でに満 23歳 に 達し ， 社 会 人 の経験 を 5 年以上 有 す る 者 で， 次 の い
ず れか に該当 す る 者 。
(1) 高等学校 を卒業し た 者
(2) 通常 の課程 に よ る 12年 の 学校教育 を 修 了し た 者
(3) 大学入学資格検定 試験 合格者
(4 ) 旧制 諸学校 の卒業者 ま たは 中途退 学 者 で， 文部大臣 の定め る と ころ に よっ て 大学
入学資格 を 有す る 者
ただ し ， 定 職 を もち ， 定 時制・ 通信制 の 高等学校 に 在学し た 期 間は ， 社 会 人 の経
験 期 間 に含 め る 。
そ グ〉
他
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別 表 N -2
社 会 人 等 の 特 別 選 抜 方 法
実施学部 ・ 学科名
経 済 学 部…………・・ 経 済学科 ・ 経営 学科 ・ 経営 法学科
「夜間主コース」
募 集 人 員 20名 程度 （ 定 員 内）
選 抜 期 日 昭 和61年12 月 7 日 （ 日 ）
入学者の選抜は ， 共通 第 1 次学 力 試験及 び第 2 次 の 学 力 検査 を免除 し ， 出願書類，
小論 文及び‘面接 の結果 を 総合 し て判 定す る 。
選 抜 方 法
昭 和61 年 1 1 月 17 日 （ 月 ）
出 ［頓 期 間
昭和61 年 1 1 月 22 日 （ 土 ）
大学 入学資格 を 有 し ， か つ次の（1）又は （2）のいず れ か に該当 す る 者 。
(1) 勤労 者 に つ い ては ， 高 等学校 を 昭和61年 3 月以 前 に卒業 し た 者及 びこ れ に準ず る 者。
又は ， 昭和62年 3 月 に 高 等学校の定時制 又は 通信制 課程 を卒業見込 み の 者 で， 人 物 ，
学 力 ， 健康 に お い て 優れ， か つ， 勉 学意欲 が旺盛で‘あ り ， 職場長 の推薦 す る 者。
原日 資 格
(2) そ の 他 の 社会 人 に つい ては ， 高 等学校 を卒業 し た 者及 びこ れ に準ず る 者 で， 昭和62
出
年 3 月 31 日 現在年齢満 23歳に 達 し て い る 者 で， 人 物 ， 学 力 ， 健康に お い て 優 れ， かつ，
勉 学意欲が旺盛で、あ り ， 出身 学校 長 等 の推薦 す る 者 。
そ グ〉 他
FD 唱EA
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別 表 N -3
社 会 人 等 の 特 別 選 抜 方 法
実 施学部 ・ 学科名 理 学 部… . . . .・H・－… 生 物 学科
募 集 人 員 若干名（ 定 員 内）
選 抜 期 日
第 1 次選抜 昭和61年 1 1 月 26 日 （水）
第 2 次選抜 昭和61年1 2 月 8 日 （ 月）
入学者の選抜は ， 共通 第 1 次 学 力 試験及び 第 2 次 の 学 力 検査 を免除 し ， 第 1 次選抜及
び 第 2 次選抜 に よ り 行 う 。
( 1) 第 1 次選抜
出願 書類 を 資料 と し て選抜 を 行 う。
選 抜 方 法 I (2） 第 2 次選抜
第l 次選抜 合格 者 に対 し ， 小論 文， 面接及 び健康診 断 に よ り選抜 を 行 う。
出 願 期 間
昭和61年 1 1 月 17 日 （ 月）
昭和61年 1 1 月 22 日 （ 土 ）
昭和62年 3 月 31 日 ま で に 年 齢満 23歳に 達 し ， 社 会 人 の経験 を 5 年以上 （ 注） 有す る 者
で， 次の いず れ か に該当 す る 者 。
(1) 高等学校 を卒業 し た 者
(2) 通常の課程 に よ る 12年 の 学校教育 を 修 了 し た 者
(3) 学校教育法施行規則 第69条 の規 定 に より 高等学校 を卒業 し た 者 と 同 等以上 の学力 が
出 願 資 格 ｜
あ る と認め ら れ る 者
（ 注 ） 定時制 ・ 通信制 及 び夜 間部等の学校 の 在学 期 間は ， 社 会 人 の経験 期 間 に含め る 。
そ σ｝ 他
po 唱EA
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人 事 異 動
異 動 区分 発 令 年 月日 氏 名 異 動前 の 所属官職 異 重力 内 n合－ 任命権 者
採 用 61 . 8 .  1 槻 光 雄 文部技官（ 施設課 ） 富 山大学長
II 松 回 晃 文部 事務官（ 教育学部 ） II 
II 遠 藤 江里子 事務補 佐 員（ 附属図 書館 ） II 
昇 任 II 竹 内 章 助 手（ 理学部 ） 助教授（ 教養 部 ） 文 部 大臣
活字 職 6 1 . 7 .  3 1  山 橋 美 香 事務補佐 員（ 附属図 書館 ） 辞 職 を承認 す る 富 山 大学長
退 職 61 . 7 .  20 藤 木 嫡コ郎 事務補 佐 員（ 附属図 書館 ） 昭和61年7月19日限り退職した II 
II 本 田 善 彦 事務補 佐 員（ 附属図 書館 ） 昭和61年7月19日限り退職した II 
61 . 8 .  1 大 島 栄 子 養護教諭（教育学部附属養護学校） 昭よ和り6退1年職し7た月31臼限り任期満了に II 
II 森 川 手口 美 事務補 佐 員（ 教育学部 ） 昭和61年7月31日限り退職した II 
II 辻j事 構八郎 臨時用務員 （教育学部作業員） 昭和61年7月31日限り退職しだ II 
II 森 崎 静 子 臨時用務員 （教育学部炊婦） 昭和61年7月31日限り退職した II 
II 土 井 美都子 臨時用務員 （教育学部作業員） 昭和61年7月31日限り退職した II 
II 坂 林 梅 松 臨時用務員 （経済 学部作業員） 昭和61年7月31日限り退職した " 
II 中 島 j荷 雅 教務補 佐 員（ 教養 部 ） 昭和61年7月31日限り退職した II 
公の
の附名加物、 II 大 井 信 一 富 山 大学長 富る 山大学学生部長事務代理を命ず ？？ 
学 内 諸 報
叙位・叙勲
本学名誉 教授岩田弘 氏は ， 昭和61年 6 月 15 日逝去（亨
年67オ ） さ れ まし た が， 同氏 の 生前 の功績 に対し ， 同
日 付け で正四 位に叙 さ れ， 勲三等旭 日 中綬章が授与 さ
れ まし た 。
昭和61年度文部省北陸地区共同行事体育大会
昭和61年度の文部省北陸地区共同行 事体育 大会 が，
去 る 7 月 25 日（ 金 ） に 富 山 医科薬科大学の 当 番で開催
さ れ た 。
本年度の競 技は ， バ レ ーボ ー ル ・硬式庭球の 2種 目
で行 わ れ， 本 学か らは 2種 目 あ わ せて 42名 の選手が参
加し た。
競 技は そ れ ぞれ の 会場 に お い て ， 午前 1 0時頃 か ら 始
ま り例 年 よ り 長 び く 梅雨 に も か か わ らず ， 当 日は快晴
と な り ， 絶好 の ス ポー ツ 日 和 でし た 。
バ レ ーボ ー ルは， 予 選 リ ーグAゾ ー ン の 富 大A チ ー
ni 
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チ ー ム名 富 大 A 4目＇E Z五ヨ3」に 金大 B 福 医 B ）｜頂 位
富 大 A ＼＼ 0 - 2 2 - 0 0 - 2 3 
i目．レE（ 王Z主3に 2 - 0 ＼＼＼ 2 - 1 0 - 2 2 
金大 B 0 - 2 1 - 2 ＼＼＼ 0 - 2 4 
福 医 B 2 - 0 2 - 0 2 - 0 ＼＼＼ 1 
ムは， 金大B チ ー ム には 2対 0 で圧勝， し か し能登 ，
福 医B チ ー ム には 2対O で完敗 で 3 位， Dゾー ン の 富
大B チ ー ム 石 川 工専 には 2対O で圧勝， 福井工専 には
2対l で辛勝 で し た が， 福 医A チ ー ム に 2対 0 で完敗
で 2 位 と そ れ ぞれ決勝ト ー ナ メ ント に 進 出は なり ま せ
ん で し た 。
硬式 庭 球に お い ては ， Bゾ ー ン の 富 大A チー ムは 若
狭 ・ 福 大B チ ー ム には 3対 0 で圧勝， 金 大B チ ー ム に
3対O で完敗 で 2 位， Cゾ ー ン の 富 大B チー ムは ， 富
山工専 には 3対 0 で圧勝， し か し金大D ・ 富 山 医 薬A
チ ー ム には そ れ ぞれ 3対 0 で完敗 で 3 位 と そ れ ぞれ決
勝ト ー ナ メ ント には 進 出は な り ま せ ん で し た 。 ゲーム
中は ， 体 よ り も口 が よ く 動 き ， しば しば周囲 の爆笑 を
誘 うこ と も ゲー ム 中 に あり ， か な り 親睦 がは か ら れ た
も の と思 わ れ ま す 。
な お ， 成績 等詳細は 次 の 通り です 。
(1 ） 日 時 昭和61年 7 月 25 日 （金）
バ レーボール予選リーグ
Aゾ ー ン
Bソ ー ン
報 第273号
(2） 会 場 ノ〈 レ ボー ー ル 小杉町民体育館
硬式庭球県民公園太閤 山 ラ ン ド
(3) 参加 人数 42名 （ バ レ ーボー ル2 6名 ， 硬式庭
球16名 ）
E恥目ンメ医
薬大A
ナEha 勝決
。 1 
チ ー ム名 富 工 専 金大 A 福 大 A 医 薬 B Ji頃 位
富 工 専 ＼＼＼ 0 - 2 0 - 2 0 - 2 4 
金大 A 2 - 0 ＼＼＼ 2 - 0 2 - 0 1 
福大 A 2 - 0 0 - 2 ＼＼ 0 - 2 3 
医 薬 B 2 - 0 0 - 2 2 - 0 ＼＼＼ 2 
Cゾ ー ン
A c B D 
福
大
医
B
ゾ
l
医
車
大
ゾ
｜
金
大
、／I 
福
大
医
ゾ
ン
！ 
ン ンA ン
代
表
A代
表
代
表
A 代
表
優 勝 医薬大A
2 位 金 大A
3 位 福医 大A
福医大B
チー ム名 福 大 B 高岡短 高岡短 医 薬 A 川貢 位
福 大 B ＼＼＼ 2 - 1 2 - 0 0 - 2 2 
富 商船 1 - 2 ＼＼＼ 2 1 0 - 2 3 
高岡短 0 - 2 1 - 2 ＼＼＼ 0 - 2 4 
医 薬 A 2 - 0 2 - 0 2 - 0 ＼＼＼ 1 
円。
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Dゾ ー ン
品同号与 報
チ ー ム 名 富 大 B 福 医 A 福 工 専 石 工 専 )I頂 ｛立
富 大 B ＼＼＼ 0 - 2 2 - 1 2 - 0 2 
福 医 A 2 - 0 ＼＼＼ 2 - 0 2 - 0 1 
福 工 専 1 - 2 0 - 2 ＼＼＼ 2 1 3 
石工 専 0 - 2 0 - 2 1 - 2 ＼＼＼ 4 
硬式庭球予選リーグ
Aゾ ー ン
チ ー ム 名 金 大 C 富 商 船 福 医 B 福 大 A Ji!貢 位
金 大 C ＼＼ 2 - 1 3 - 0 1 - 2 2 
富 商 船 1 - 2 ＼＼＼ 3 - 0 1 - 2 3 
福 医B 0 - 3 0 - 3 ＼＼＼ 1 - 2 4 
福 大 A 2 - 1 2 1 2 1 ＼＼ 1 
Bゾ ーン
チーム 名 富 大 A 若 狭 福 大 B 金 大 B )I憤 位
富 大 A ＼＼＼ 3 0 3 0 0 3 2 
若 狭 0 3 ＼＼＼ 1 2 0 3 4 
福 大 B 0 - 2 2 - 1 ＼＼＼ 3 
金 大 B 3 - 0 3 - 0 3 - 0 ＼＼＼ 1 
Cゾ ー ン
チ ー ム名 富 工 専 医薬A 金 大 D 富 大 B )I頃 位
富工専 ＼＼＼ 0 - 3 0 - 3 0 - 3 4 
医 薬 A 3 - 0 ＼＼＼ 3 - 0 3 - 0 1 
金 大 D 3 - 0 0 - 3 ＼＼＼ 3 - 0 2 
富 大 B 3 - 0 0 - 3 0 - 3 3 
Dゾ ー ン
第273号
決勝トーナメ ン ト
医薬大A
2 
Dゾ
lン代表
福工専
Bゾiン
代表
金大B
Cゾlン
代表
医薬大A
Aゾlン
代表
福大A
優 勝 医薬 大A
2 位 福 工 専
3 位 福 大A
金 大B
チ ー ム 名 石 工 専 金 大 A 福 工 専 医 薬 B 福 医A 順 位
石 工 専 ＼＼＼ 2 - 1 1 2 3 0 3 - 0 2 
金 大 A 1 2 ＼＼＼ 1 2 1 - 2 1 - 2 5 
福 工 専 2 1 2 1 ＼＼＼ 2 - 1 3 - 0 1 
医 薬 B 0 - 3 2 - 1 1 - 2 ＼＼＼ 1 - 2 4 
福医A 0 - 3 2 - 1 0 3 2 1 ＼＼＼ 3 
QU 可Eム
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海 外 渡 航 者
渡 航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
第 2 回亜細亜太平洋材料強度 61 . 7 .  2 
工 学 部 助教授 塩津 和 章 韓 国 評価研究会 出 席 及 び講演並びに 材料強度 に 関 す る 資料収集
及 び調査 6 1 . 7 .  8 
If 助 手 石 原 外 美 II II II 
助 教授 中 村 義朗 オ ー ス ト リ ア 合唱音楽に 関 す る 研究 及 び資 6 1 . 7 .  5 
教育学部 ハ ン ガ IJ ー
助教授 辰 己 昭典 フ フ ン ス 料収集 と 合唱 活動 の 交 流 6 1 . 7 .  1 7  
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 理論への 6 1 . 7 6 
海外研修旅行 教 養 部 If 湯 川 純幸 ア メ リ カ 合衆 国 構成主義的 ア プ ロ ー チ の 最近
の動 向 を 研 究 6 1 . 9 .  1 
外 国 人 メ ヒ テ ィ jレ 学会 及 びゼ ミ ナ ー ル に 講師 と 61 . 7. 13 
人文学部 ト ・ ク ー ゲ ド イ ツ 連邦 共 和 国
教 師 ルマ イ ヤー し て 参加 61 . 8 .  19 
パ ン グ ラ デ ィ シ ュ 地域開 発 に 伴 う 農村社会の変 61 . 7 .  20 
II 助教授 神 前 進一 マ レ ー シ ア 化 の 国 際比 較 の 資 料収集 と 研
韓 国 JE＇且＇：iliE 6 1 . 8 .  4 
パ ン グ ラ デ 4 シ ュ パ ン グ ラ デ ィ シ ュ 農 村 に お け 61 . 7 .  20 
教 養 部 II 溝口 常俊 タ イ る 市 と そ れ を め ぐ る 商 人 集 団
韓 国 の研究 61 . 8 .  4 
昭和6 1年度富 山大学公開講座の実施 に つ い て
一一現 代 史 と 現 代一一
時 の 流れ は 過去， 現代， 未来 と 続 ＜ 1 次元 l 方 向 性
の も の であ る と い う 把 え 方 が あ る 。 私達が未来に つ な
げ る 現代 を よ り 有 意義に 生 き て 行 く 為 に は ， 近 い過去
で あ る 各分野の現代 史 に 学ぶ と こ ろ が 多 い 。 こ の観 点
か ら 各分野の現代 史 を 考察す る 。
（ 会 場 ）
（ 受 講 料 ）
富 山 大学工学部 106大講
義室
3 , 000円 （ 講習 料 の 分納
は で き ま せ ん 。 な お ， 既
納 の 講習 料 は 還付 し ま せ
ん 。 ）
（ 講 座 の 名 称 ）
（ 開 設 期 間 ）
（ 開 設 日 数 及 び時 間 帯 ）
（ 募 集 人 員 ）
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現代 史 と 現代
昭和61年 9 月 19 日 幽 ～ 1 0
月 1 1 日 仕）
10 日 間 ， 午 後 6 時 ～ 午 後
8 時 （ た だ し ， 10 月 1 1 日
仕） は 午後 2 時 ～ 午後 4 時 ）
一般 成 人 70名 （ 先着順）
（ 申 込 期 間 ）
（ 申 込 み ・ 問 合せ 先 ）
昭和61 年 8 月 1 1 日 ～ 9 月
18 日
〒930 富 山 市五福 3 , 190 
富 山 大学庶務部庶務
課 ま で
宮（ 0764 )41 - 1 271  
（ 内 線205, 206 )  
昭和6 1年8月1日発行
（ 講 座 内 容 ）
学 報 第273号
回数 期 日 講 義 題 目 講 師 氏 名 所 属 － 職 名
1 9 月 19 日 樹 無 限 を 数 え る 風 巻 紀 彦 理 寸A以ー， 音E 教 授
2 22 日 （月） 中 国 文化大革 命 前 後 の 文学 釜 谷 武 志 教 養 部 助 教 授
3 24 日 （水） 高齢化社会に お け る 諸問 題 生 活ー 高 尾 テ ル ノ 保健管理セ ン タ 一 助教授
4 26 日 幽 現代労
高
働
齢
化
市
場
の
進
の
諸
展
問
と
題
女
子
労
働
者
の
増
大
ー
竹 J l l 慎 吾 経 済 学 部 助 教 授
5 29 日 (II) エ ン ト ロ ビ ー の世界観 女，』ー． 回 祐 介 理 学 部 助 教 授
6 10 月 1 日 休） 石炭液化技術 の 動 向 塚 島 寛 工 十.ll4 音E 教 授
7 3 日 （針 現代の教育一教育改革 の 方 向一 刀｛三 孝 丈 教 育 学 部 教 授
8 6 日 (J l) 富 山
東
県
方
西
言
両
方
の
分
言
布
の
接
と
歴
触
地
史 帯 に お け る ー J I  I 本 栄一郎 人 文 学 部 教 授
9 8 日 （水） 現代社会 と 裁判 角 森 正 雄 経 済 学 部 講 師
10 1 1 日 U:) マ ル コ ー ニ か ら 放送衛星 ま で 三 日 市 政 司 工 学 部 助 教 授
一一健康 ・ ス ポ ー ツ 教室一一
市 民 の ス ポー ツ に 対す る 関心 を 高 め 普 及 す る た め， ジ ョ ギ ン グ， バ ド ミ ン ト ン を 選ん で， そ れ ぞれ専 門 的 な 理論，
実技の指導 を 行 う 。
（ 講座 の 名 称 ） 健康 ・ ス ポー ツ 教室
（ 開 設 コ ー ス ・ 募集 人 員 ・ 受講対 象 等 ）
開 設 コ ー ス 名 募 集 人 員 ｜ 受 講 対 象 者 イ蒲 考
ジ ョ ギ ン グ コ ー ス ｜ 20名
バ ド ミ ン ト ン コ ー ス ｜ 20名
一般 男 女
一般 男 女 ラ ケ ッ ト は 貸 出 可
（ 開 設 期 間 ）
・ ジ ョ キ、 ン グ コ ー ス 昭和61年 9 月 18 日 （村～ 10 月 9 日 闘の下記 日 程の 10 日 間
・ バ ド ミ ン ト ン コ ー ス 昭和61年 9 月 24 日 （柑 ～ 10 月 2 日 闘の下記 日 程の 7 日 間
（ 日 程 ・ 開 講時 間 ）
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9 /24附 25{;f\) 26闘 29(1 !) 30（火） 10/ 1 休） 2 （ね
ノ 〈 ド ミ ン ト ン コ ー ス
9 :  00 ～ 1 2 : 00 1 9 : 00～ 1 2 : 00 I 9 : 00～ 1 2 : 00 I 9 : oo～ 1 2 : 00 I 9 : oo ～ 1 2 : 00 I 9 : OO ～ 12 : 00 1 9 : oo- n : oo 
3 時間 l 3 時間 ｜ 3 時間 ｜ 3 時間 ｜ 3 時間 ｜ 3 時 間 ｜ 2 時間
（ 会 場 ） ・ ジ ョ ギ ン グ コ ー ス 富 山 大 学 第 1 体育館他
・ バ ド ミ ン ト ン コ ー ス 富 山 大学 第 2 体育館
（ 受 講 料） 3 , 000円 （ 講 習 料 の 分納 は で き ま せ ん 。 な お ， 既納 の 講 習 料 は 還 付 し ま せ ん 。
（ 申 込 期 間 ） 昭和61年 8 月 1 1 日 ～ 9 月 1 7 日
（ た だ し ， ノ 〈 ド ミ ン ト ン コ ー ス は ， 9 月 22 日 ま で受け 付 け る 。 ）
（ 申 込 み ・ 問合せ 先 ） 干930 富 山市五福3 ,1 叩 富 山大学庶務部庶務課ま で 宮（ 0764)41 - 1 271  （ 内線2白， 206 )
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（ 講 座 内 容 ）
品同寺与
｜ジ ョ ギ ン グ コ ー ス｜ 教育学部教授 山 地 啓 司
報 第273号
ウ ォ ー ミ ン グア ッ プ の 方 法， ト レ ー ニ ン グ方 法 と ス ケ ジ ュ ー ル の作 り 方， 走 り 方， コ ー ス の選定法， シ ュ ー
ズの選ぴ方， レ ー ス へ の 参加 と 準備 の進め方等 に つ い て
ド ド ミ ン ト ン コ ー ス｜ 教養部助教授 福 田 明 夫 教育学部助教授 西 川 友 之
バ ド ミ ン ト ン を 始 め る た め の知 識， フ ラ イ ト と 基本 ス ト ロ ー ク ・ シ ョ ッ ト ， 構 え と フ ッ ト ワ ー ク ， ゲー ム の
進め方 と 審判， 勝つ た め の理論 と 戦法， ト レ ー ニ ン グ と プ ロ グ ラ ム
富 山大学教育学部公開講座
マ イ ク ロ コ ン ビ ュ ー タ の教育利用
一教育的 ソ フ ト ウ ェ ア を考 え る 一
情報化社会の進歩が著 し い 今 日 ， 学校教育 に お い て も マ イ ク ロ コ ン ビ ュ ー タ の普及 が急速 な 勢 い で進 ん でお り ま
す 。 こ の よ う な 状況の も と で， そ の望 ま し い 活用 方法 が い ろ い ろ と 模索 さ れ て き て い ま す 。 そ こ で， 富 山 大学教育
学部 では， 小 ・ 中 学校 の 先生 方 を 対象 に 「 マ イ ク ロ コ ン ビ ュ ー タ の 教 育 利 用一教育 的 ソ フ ト ウ ェ ア を 考 え る 一」 と
い う 公 開 講座 を 聞 き ま す 。 本講座 は ， 子 供 た ち の 学 習 活動 を 支援す る 教育 的 ソ フ ト ウ ェ ア と は 何か を 考 え ， 教育用
コ ン ビ ュ ー タ 言語 と し て 注 目 を 集 めて い る L O G  O 言語 を 中 心 と し て ， 各種言 語の特性 を 生 か し た 教 材 開 発 の 基礎
技法 を 修得す る と と も に ， そ の望 ま し い 活 用 方法， 新 し い コ ン ビ ュ ー タ 利 用 教 育 の 可能性 な ど に つ い て 考 え て い こ
う と い う も の です。 プ ロ グ ラ ミ ン グに 関す る 知 識 は ま っ た く 必要 あ り ま せ ん 。 マ イ ク ロ コ ン ビ ュ ー タ の教育 利 用 に
関心 の あ る 諸先生方 の 多 数 の 参加 を 期 待 い た し ま す 。
記
講 座 の 名 称
開 設 期 間
募 集 人 員
マ イ ク ロ コ ン ビ ュ ー タ の教育利用 一教育 的 ソ フ ト ウ ェ ア を 考 え る 一
昭和61年 7 月 29 日 （ 火 ） ～ 7 月 31 日 （ 木 ）
小 ・ 中 学校の現職教諭 40名 （ 先着順 ）
会 場 富 山 大学教育学部附属教育実践研究指導セ ン タ ー （ 富 山駅よ り パス 又は電車で1 5分， 駐車場有）
講 師 富 山 大学教育学部 助 教授 山 西 潤 一
日 程
月 日 時 間
7 月 29 日 （火） 午 前 9 時 ～ 午後 4 時
7 月 30 日 （水） 午 前 9 時 ～ 午後 4 時
7 月 31 日 （木） 午前 9 時 ～ 正午
内 容
－ 教育 的 ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て
－ 言語の特性 を 生か し た 教材 開 発法
・ コ ン ビ ュ ー タ 利 用 に よ る 授業 展開（ I )
· L O G  O を 用 い た 教材開 発
・ コ ン ビ ュ ー タ 利 用 に よ る 授 業展開田）
・ コ ン ビ ュ ー タ 利 用 教育 の 可能性
受 講 料 2 , 500 円 （ 受講料の分納 は で き ま せ ん 。 な お ， 既納 の受講料は 還 付 し ま せ ん 。）
申 込 み 期 間 昭和61年 7 月 1 日 （ 火 ） ～ 7 月 12 日 （ 土 ） 希望者 多 数の場合 は 受 講届 け を コ ピ ー し て 御 使用 下 さ
し 、 。
申 込 み 先 富 山 大学教育学部 庶務係 （ 干930 富 山 市五福 3190 )
問 い合 わ せ 先 教育実践研究指導セ ン タ 一 山 西 潤 一
T E L  0764 - 4 1 - 1 271 内 f泉542 o r  540 
な お ， 上記不 在 の場合は， 教育学部庶務係 内 線362 o r  363 へ 照 会 く だ さ い 。
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職 貝 j自 息
〈新任者住所〉 教 授 増 田 信 彦
施 設 課
文
（ 工
部
営
技
係
官
） 槻
光 雄
〈住所変更〉
経済学部
助 教 授 泉 田 栄 一
教育学部
文部事務官 松 凹 晃
経営短期大学部
事務補 佐 員 田 畠 麗 子
〈電話番号変更〉
経済学部
主 要 行 事
14 日 第 1 団体育施設協議会
本 部 i 15 日 第 5 回 入学試験管理委 員 会
16～ 17 日 昭和62年度概算要求説明
7 月 2 日 廃液処理施設運営委 員 会 ( 1 3 : 00～ ） 1 7 日 第 1 回保健管理セ ン タ ー 運営委員 会
4 日 第36 匝 北陸 コ 県大学学生交歓芸術祭運営委 第 2 回学務関係係長会議
員 会 （ 於 ： 福井大学） 18 日 第 5 回 評議会
8 日 昭和61年度文部省共済組合実地監査 19 日 親和 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン
入学者選抜 方 法研究委 員 会専 門 委 員 会 2 1 日 部課長会議
9 日 昭和61年度 入学者選抜 ・ 教務関 係事項連絡 第 3 団事務協議会
協議会 （ 於 ： 大阪， 茨木市民会館） 第 1 回事務電算化委 員 会
9 ～ 1 1 日 昭和61年度厚生補導研究協議会 22 日 第 2 回 国 際交流委 員 会
（ 於 ： 国立教育会館， 筑波分館 ） 23 日 第 13回保健婦， 看護婦班研究集会
10 日 金沢大学辰之 口 共同 研修 セ ン タ ー運営協議 （ 於 ： 芦 原 研修 会 館 ）
会 （ 於 ： 金沢大学 ） 24 ～ 25 日 第24 回 全 国 大学保健管理研究集会 東 海北陸
1 1 日 第 7 回学長選考基準検討委員 会 地方研究集 会 （ 於 ： 芦 原研修会館 ）
第 1 田 部 局 長 懇 談 会 25 日 昭和61年度文部 省 北陸地区 共 同 行事体育 大
13 日 第38 回北陸地 区 国 立大学体育大会 会 （ 当 番校 富 山 医科薬科大学）
（ 於 ： 金 沢大学 ）
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｜ 人 文 学 部 ｜
7 月 2 日 2 年次学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
3 日 事務連絡会
4 日 2 年次学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー ン ヨ ン
9 日 教育実習校巡回終了
10 日 予算委員 会
1 2 日 授業終了 （ 第 13週 ）
15 日 事務連絡会
1 6 日 教授会
人事教授会
1 7 日 施 設委 員 会
18 日 教育実習委員 会
19 日 集 中 講義指定期 間 終 了
教育研究特別 経費 に 関 す る 打合 わ せ会
31 日 事務連絡会
｜ 教 育 学 部 ｜
7 月 2 日 大学院設置準備委員 会
予算委員 会
9 日 紀要編 集 委 員 会
図書委員 会
授業終了
補講
教務委 員 会
教授会
人事教授会
1 7 日 予算委員 会
10 日
1 2 日
14 ～ 1 6 日
16 日
17 ～ 23 日 期末試験
23 日 火 災報知機説 明 会 及 び消 火機使用 演 習
24 日 大学院設置準備 委 員 会
学部将来計画委 員 会
夏季休業 （ 8 月 31 日 ま で ）
29 ～ 3 1 日 富 山 大学教育学部公開講座
（ 於 ： 教育実践研究指導セ ン タ ー ）
7 月 2 日 日 本海経済研究所運営委員 会
日 本海経済研究所運営委員 会 ・ 助 手室業務
報 第273号
運営委員 会 ・ 学部施設整備 委 員 会 合 同 会議
経済学部長候補者選挙管理委員 会
4 日 助 手 室 業務運営委員 会
8 日 コ ン ビ ュ ー タ ー 管理運営委員 会
9 日 学部図書委 員 会
10 日 学部施 設整備 に 関す る 懇 談 会
14 日 財務委員 会
1 5 日 授業終了 ( 14週 ）
16 日 学部教務 委 員 会
人事教授会
日 本海経済研究所所 員 会議
教授会
経済学部長候補者選挙管理委 員 会
18 日 学部教務委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
E里 学
町一
7 月 3 日 事務連絡会
7 日 立 山研究室運営委員 会
9 日 教 授会
人事教授 会
1 2 日 授 業終 了 （ 第 1 3週 ）
1 5 日 事務連絡会
1 7 日
31 日
学科主任会議
事務連絡会
エ
7 月 9 日 工学研究科委員 会
専任教授 会
係長連絡会
12 日 授業終了
16 日 教 員 資格 基 準検討委員 会
2 1 日 学科主任会議
選 考 委 員 会
22 日 北 陸信越工学部長 懇 談 会 （ 於 ： 福 井大学 ）
北陸信越工業教育協 会理事長 ・ 評議員 会
並びに 通常総会 （ 於 ： 福 井大学 ）
23～ 24 日 日 本工業教育 協 会 第 34 回 年次大会
（ 於 ： 福 井市 ）
25 日 入学試験検討委員 会
29 日 学部教務 委 員 会
4・ワ臼
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学部紀要委 員 会 7 月 3 日 第 2 回 附属 図 書館商議会
30 日 教授会 15 日 明 治大 学 と 電算化研修
専 任教授 会 （ 於 ： 富 山 大学附属 図 書館 ）
22 日 名城大学 と 電算化研修
（ 於 ： 富 山 大学附属 図 書 館 ）
教 養
7 月 2 日 予算委員 会
教務委員 会
9 B 図 書委員 会
人事教授 会
将来計画 委 員 会
10 日 授業終了
14 日 視聴覚教育 委員 会
1 5 日 予算委員 会
16 日 教務委 員 会
人事教授 会
教授会
1 7 日 機種選定委員 会
18 日 機種選定委員 会
22 日 特昇 そ の 他給与に 関す る 委員 会
23 日 人事委員 会
教授会
ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー
7 月 29 日 R .  I 特別健康診断 （ 於 ： 富 山 市 民病 院 ）
｜ 保 健 管 理 セ ン タ ー ｜
7 月 9 日 健康の つ ど い （ 於 ： 保健管理セ ン タ ー
レ ク ・ セ ラ ピ 一 室 ）
12 日 第 l 回 保健管理セ ン タ 一 運営委 員 会
23 日 第 1 3 回 保健婦 ・ 看護婦班研究集会 東 海 ・ 北
陸地方研究集 会 （ 於 ： 福井 ・ 芦原研修会館 ）
経営短期大学部
7 月 17 日 授業終了
附 属 図 書 館
＠ 退庁， 退室の際 に は ， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ ス
の消 し 忘れ， タ バ コ の姐殻の後始末 に 十分注意 L ,
盗難の防止 ・ 火 災 の予防に心が け ま し ょ う グ
＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省資源 に協力 し ま し ょ
う ．グ
民uqL 
昭和6 1年8月1日 発行 学 報 第273号
訂 正 （ お わ び）
学報 昭和61年 7 月 1 日 発行第272号
ペー ジ 訂正箇 所 誤 正
5 学 内諸報 助 成金 助 成金
富 山相銀奨学 75万円 50万 円一
育英財団 53 . 3万 円 50万円
6 学 内 レ ク リ エ 学生部 学生部 ・ 施 設課一
ー シ ョ ン
8 主要行事
教 育 学部
6 日 日 本教育大学協 日 本教育大学協
会 評議 員 会 会評議 員 会 （ 於 ：一
東 京 湯 島 会館 ）
7 日 学術講演会 （ 於 ： 学術講演会
東京湯島会館）
（ 注 ） 原稿提 出 時 に 誤 り の な い， 正 し い 原稿 を 提 出
く だ さ る よ う 協 力 く だ さ い 。
＠ 構内 での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に 支 障 を
来 さ な い よ う 安全運転に努め定め ら れた 交通方法，
歩行者の安全及 び騒音防止 に努め ま し ょ う グ
編 集 富 山 大学 庶 務 部 庶 務課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け は、の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5- 18
電 話 （24) 1 7 5 5 附
ハー。つ＆
